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目標に関連する取組内容

産休・育休制度の法的要求事項に沿っ
て推進
ハラスメント禁止の徹底

産休・育休制度を１名が活用し、その
後業務に復帰
ハラスメントが起こらないよう社員同
士が声を掛け合う等、コミュニケー
ション力を高め、相談窓口を設置した

相談窓口の存在を社内に認知させ、気
軽に相談できる環境を整える

従業員の健康診断の受診率100%を目指
すとともに問題があった時には再診を
促す

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業として行っている事業活動が、持続的に環境保全に繋がる活動を目指します

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

水質・大気汚染等に繋がる物質の抑制・中和になる化学薬品の提案や販売及び自然災害に備えた地盤改良や建設に関わる産業
廃棄物の抑制をすることによる資源や地域の保全に貢献していきます

完全週休二日制（年間休日122日）の
実施

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

クールビズの継続
ハイブリッド車を１台以上導入

クールビズの実施（継続）
ハイブリッド車３台を導入

クールビズの継続
ハイブリッド車を１台以上導入

大井川港配送センターの排水時にはｐ
Ｈ検査を実施し、海洋汚染を防止しな
がら、センター内の老朽化に伴うイン
フラ設備の定期点検及び改修を行う

排水時のｐＨ検査を継続的に実施
センターの設備は段階的に改修を行
い、タンクの更新に向け準備を始めて
る

海洋汚染を防止するため、センター内
の老朽化に伴う設備改修を行う

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

情報交換を活発に行い、各グループの
強みを生かしながら相互の事業改善に
取り組む

２ヶ月に１度の会議により情報交換を
行う

各グループの情報交換を引き続き行
い、業界の現状分析を行い今後の展開
を決定し事業改善に取り組む

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。


